
  

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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代表者          （役職名） 代表取締役社長  （氏名）大下 一明 
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四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  8,795  △7.0  869  △47.7  780  △51.5  448  △51.0

22年3月期第１四半期  9,461  4.2  1,664  4.7  1,607  3.7  914  4.4

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期  14  90  －      

22年3月期第１四半期  31  24  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  21,293  8,595  38.7  250  99

22年3月期  20,664  6,918  31.8  224  71

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 8,244百万円 22年3月期 6,577百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期  －        －      －      10 00  10  00

23年3月期  －      

23年3月期（予想）  －      －      10 00  10  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  14,650  △4.9  1,480  △28.6  1,380  △33.7  760  △35.1  24  31

通期  24,100  1.3  1,370  15.5  1,360  4.2  700  7.8  21  88



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２.その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規     － 社 （社名）                        、除外     －  社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づいて

作成されており、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

業績予想に関する項目については、添付資料の３ページを参照してください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 32,980,000株 22年3月期 29,400,000株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 132,292株 22年3月期 131,425株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 30,073,796株 22年3月期１Ｑ 29,276,027株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（単位：百万円）

（当期の経営成績） 

 当第1四半期連結累計期間（平成22年4月1日から平成22年6月30日）におけるわが国の経済は、欧州諸国の財政危

機に端を発する混乱が不安視されたことによる株安や円高の傾向が強まり、依然として厳しい状況が続いています

が、政府による緊急経済対策の効果等から緩やかな回復基調へと推移いたしました。 

 このような状況の中で、当社グループは経営理念である「ひとの命を守る。ひとの暮らしを守る。ひとを育む環

境を守る。」の精神のもとに、コア事業の殺虫剤、家庭用品、園芸用品の成長カテゴリーに新価値創造型新製品を

積極的に投入し、既存事業の強化・育成を図るとともに、経費の効率的な運用やコストダウン等による利益構造の

改革、および海外事業の拡大強化等の課題に努めてまいりました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、87億95百万円（前年同期比7.0％減）となりました。こ

のうち、国内売上は、アルコール除菌剤関連商品など家庭用品や園芸用品の売上減少により前年同期比13.2％減の

73億37百万円となりました。一方、海外売上につきましては、インドネシアおよび欧州地域の売上が伸長し、前年

同期比44.5％増の、14億57百万円と好調に推移いたしました。 

 売上原価は、前年同期の53億77百万円から55億46百万円となり、１億69百万円増加しました。売上原価率は、主

として売上減により、前年同期より6.2ポイント増の63.1％となりました。 

 差引売上総利益は、売上減少に伴う利益の減少により31億７百万円（前年同期比20.6％減）となりました。 

 これらの結果、営業利益は８億69百万円（前年同期比47.7％減）、経常利益は７億80百万円（前年同期比51.5％

減）、四半期純利益は４億48百万円（前年同期比51.0％減）となりました。 

 なお、当社グループは、殺虫剤の売上構成比が高いため、売上高は上半期を中心に多く計上されるという季節変

動要因をかかえております。一方、人件費や諸経費（広告宣伝費のような政策費を除く）は固定費として、年間を

通じてほぼ均等に発生するため、事業年度の四半期毎の売上高や利益には著しい相違があります。  

  

次に、商品部門別の概況についてご報告申し上げます。 

（単位：百万円）

 殺虫剤部門につきましては、国内におきましては需要が拡大している電池式蚊取り「どこでもベープ」やワンプ

ッシュ式の次世代蚊取り「おすだけベープ」、設置型虫よけ「虫よけバリア」等の新製品を投入いたしましたが、

期初からの異常気象の影響により殺虫剤市場が縮小し、殺虫剤の売上が減少いたしました。一方、海外におきまし

ては、フマキラーインドネシア（株）の売上が大幅に増加し、国内および海外の殺虫剤合計の連結売上高は72億63

百万円（前年同期比1億32百万円増、1.9％増）となりました。 

 家庭用品部門につきましては、前期に新型インフルエンザの影響により、大幅に伸長したアルコール除菌関連商

品の市場が縮小し、アルコール関連商品の売上が減少したこと及び前期に販売した花粉関連商品の返品により、家

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

指標等 
 22年3月期 

第１半期累計 

23年3月期 

第１四半期累計 
増減額  増減率（％）  

売上高  9,461  8,795   △666  △7.0

営業利益   1,664  869   △794  △47.7

経常利益  1,607  780   △827  △51.5

四半期純利益  914  448   △466  △51.0

１株当たり四半期純

利益 
 31円 24銭  14円 90銭     

  
22年3月期 

第１四半期累計  

23年3月期 

第１四半期累計  
増減額  増減率（％）  

殺虫剤   7,131  7,263   132  1.9

家庭用品  570  △63   △634  －

園芸用品  1,055  823   △232  △22.0

防疫剤   374  419   45  12.1

その他  330  352   22  6.7

合計  9,461  8,795   △666  △7.0



庭用品合計の売上高は63百万円のマイナス（前年同期比６億34百万円減）となりました。 

 園芸用品部門につきましては、殺虫剤市場同様、家庭園芸用殺虫剤が天候不順の影響を受け、園芸用品合計の売

上高は８億23百万円（前年同期比２億32百万円減、22.0％減）となりました。 

 防疫剤部門は、４億19百万円（前年同期比45百万円増、12.1％増）となり、その他の部門は３億52百万円（前年

同期比22百万円増、6.7％増）といずれも好調に推移いたしました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間末における総資産額は、前連結会計年度末に比べて６億29百万円増加し212億93百万

円となりました。主な要因は、平成22年５月13日に発表したエステー㈱との資本業務提携契約による第三者割当増

資による現金収入も含めて、現金及び預金が22億48百万円増加したことや、繰延税金資産が１億25百万円増加した

一方で、受取手形及び売掛金が９億67百万円、たな卸資産が５億58百万円、投資有価証券が２億９百万円それぞれ

減少したことなどによるものであります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末と比べて10億47百万円減少し126億98百万円となりました。主な要因は

支払手形及び買掛金の増加が12億２百万円、未払金の増加が４億29百万円、短期借入金が27億48百万円減少したこ

となどであります。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末と比べて16億76百万円増加し85億95百万円となりました。なお自己資

本比率は6.9％増加し38.7％となりました。 

  

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（１）営業活動によるキャッシュ・フローの状況 

 営業活動によって獲得した資金は39億40百万円となりました。これは税金等調整前四半期純利益７億83百万円、

仕入債務の増加が11億84百万円、売上債権の減少10億２百万円、たな卸資産の減少が５億75百万円あった一方で、

法人税等の支払額が３億32百万円となったことなどによるものであります。 

（２）投資活動によるキャッシュ・フローの状況 

 投資活動に使用した資金は、16億62百万円となりました。これは定期預金の預入による支出15億１百万円、有形

固定資産の取得による支出が１億52百万円あったことなどによるものであります。 

（３）財務活動によるキャッシュ・フローの状況 

 財務活動に使用した資金は15億38百万円となりました。これは株式の発行による収入として15億27百万円、短期

借入による収入が８億50百万円あった一方で、短期借入金の返済による支出が36億円あったことなどによるもので

あります。なお、当第１四半期連結会計期間末における借入金残高は、前期末に比べ27億48百万円減少して、29億

69百万円となりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ７億46百万

円増加し、14億２百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社の主力である国内殺虫剤市場は、６月以降前年以上の売上規模で回復傾向にあります。 

また、第１四半期の売上の減少の主要因となりました、アルコール除菌剤関連商品の売上減は、平成22年５月13日

の決算発表時点で予想に折り込んでおります。従いまして、現時点では通期の業績予想に関しましては変更はあり

ません。なお、実際の業績は今後の様々な要因によって異なる可能性があります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当する事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理  

 ・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

  当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変動がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ・棚卸資産の評価方法 

  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて正味売却価額を見積 

２．その他の情報



り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 ・固定資産の減価償却の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

 ・法人税の算定方法 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用しています。 

 ・連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

  取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により

相殺消去しております。 

特有の会計処理 

該当する事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

企業結合に関する会計基準等の適用  

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当する事項はありません。  

  

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,320,153 1,072,147

受取手形及び売掛金 5,731,748 6,699,119

商品及び製品 4,511,842 5,203,449

仕掛品 667,115 737,404

原材料及び貯蔵品 1,537,317 1,333,601

その他 797,739 674,333

貸倒引当金 △1,553 △4,949

流動資産合計 16,564,364 15,715,107

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 839,427 838,698

機械装置及び運搬具（純額） 911,459 946,535

工具、器具及び備品（純額） 204,362 229,919

土地 654,198 654,198

リース資産（純額） 8,384 8,920

建設仮勘定 70,078 45,473

有形固定資産合計 2,687,911 2,723,746

無形固定資産 145,679 131,581

投資その他の資産   

投資有価証券 1,767,053 1,976,206

長期貸付金 2,000 2,000

その他 137,672 138,641

貸倒引当金 △22,723 △22,799

投資その他の資産合計 1,884,002 2,094,047

固定資産合計 4,717,593 4,949,375

繰延資産   

株式交付費 11,795 －

繰延資産合計 11,795 －

資産合計 21,293,753 20,664,482



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,829,723 4,626,995

短期借入金 2,969,901 5,718,404

リース債務 2,140 2,140

未払法人税等 484,675 413,050

役員賞与引当金 － 11,824

賞与引当金 106,534 321,175

売上割戻引当金 380,880 225,696

返品調整引当金 500,539 357,993

その他 1,455,865 1,050,457

流動負債合計 11,730,260 12,727,737

固定負債   

リース債務 6,244 6,779

退職給付引当金 137,759 119,696

役員退職慰労引当金 386,698 413,923

資産除去債務 8,224 －

その他 428,821 477,531

固定負債合計 967,747 1,017,930

負債合計 12,698,007 13,745,668

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,698,680 2,889,600

資本剰余金 2,105,589 1,300,089

利益剰余金 2,791,486 2,636,137

自己株式 △38,504 △38,126

株主資本合計 8,557,251 6,787,700

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △111,530 33,832

為替換算調整勘定 △201,222 △244,520

評価・換算差額等合計 △312,753 △210,688

少数株主持分 351,247 341,802

純資産合計 8,595,745 6,918,814

負債純資産合計 21,293,753 20,664,482



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 9,461,991 8,795,745

売上原価 5,377,047 5,546,120

売上総利益 4,084,944 3,249,625

返品調整引当金戻入額 324,744 264,263

返品調整引当金繰入額 497,193 406,809

差引売上総利益 3,912,495 3,107,079

販売費及び一般管理費 2,248,050 2,237,173

営業利益 1,664,445 869,906

営業外収益   

受取利息 1,314 706

受取配当金 20,785 21,844

その他 10,576 17,532

営業外収益合計 32,676 40,082

営業外費用   

支払利息 11,378 11,712

売上割引 53,743 34,520

支払手数料 － 75,442

その他 24,624 8,098

営業外費用合計 89,746 129,774

経常利益 1,607,374 780,214

特別利益   

固定資産売却益 － 5,263

貸倒引当金戻入額 1,163 5,017

負ののれん発生益 － 10,270

その他 － 0

特別利益合計 1,163 20,550

特別損失   

減損損失 － 15,787

固定資産除却損 181 329

投資有価証券評価損 623 385

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,067

特別損失合計 805 17,570

税金等調整前四半期純利益 1,607,733 783,194

法人税、住民税及び事業税 928,067 409,330

法人税等調整額 △255,097 △111,147

法人税等合計 672,970 298,182

少数株主損益調整前四半期純利益 － 485,011

少数株主利益 20,191 36,976

四半期純利益 914,571 448,034



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,607,733 783,194

減価償却費 115,012 140,401

減損損失 － 15,787

のれん償却額 － 538

負ののれん発生益 － △10,270

負ののれん償却額 △385 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,060 13,544

前払年金費用の増減額（△は増加） 17,077 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △3,691

その他の引当金の増減額（△は減少） 346,922 43,181

受取利息及び受取配当金 △22,099 △22,550

支払利息 11,378 11,712

為替差損益（△は益） 10,720 △1,971

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 623 385

有形固定資産売却損益（△は益） 181 △4,933

売上債権の増減額（△は増加） 375,557 1,002,493

たな卸資産の増減額（△は増加） △697,428 575,681

仕入債務の増減額（△は減少） 3,097,426 1,184,967

その他 689,801 528,831

小計 5,555,586 4,257,303

利息及び配当金の受取額 24,288 25,644

利息の支払額 △6,930 △10,077

法人税等の支払額 △305,946 △332,612

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,266,999 3,940,258

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △42,396 △152,998

有形固定資産の売却による収入 － 8,431

定期預金の払戻による収入 10,000 －

定期預金の預入による支出 △11,000 △1,501,500

投資有価証券の取得による支出 △75,548 △301

子会社株式の取得による支出 － △14,604

貸付金の回収による収入 2,622 －

その他 7,047 △1,639

投資活動によるキャッシュ・フロー △109,275 △1,662,611

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 300,000 850,000

短期借入金の返済による支出 △4,814,086 △3,600,000

株式の発行による収入 － 1,527,005

配当金の支払額 △234,217 △292,685

少数株主への配当金の支払額 △11,511 △22,204

その他 △1,169 △912

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,760,985 △1,538,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,432 7,656

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 399,171 746,506

現金及び現金同等物の期首残高 726,393 655,647

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,125,565 1,402,153



該当事項はありません。  

  

  

[事業の種類別セグメント情報]  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 当社は殺虫剤、園芸用品、家庭用品及び防疫用剤の製造・販売を主な事業としており、一セグメントの売

上高及び営業利益の金額がいずれも合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を

省略しております。 

  

[所在地別セグメント情報]  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア：インドネシア、インド 

(2）中米  ：メキシコ 

３．会計処理基準に関する事項の変更 

たな卸資産の処分に係る損失の計上区分  

 従来、たな卸資産の処分に係る損失であるたな卸資産処分損については、「営業外費用」に計上しており

ましたが、季節性のある取扱商品の多様化に対応した採算管理及び原価管理の強化の一環として、より適切

な製品別原価管理を行うために、当第１四半期連結会計期間から売上原価として処理する方法に変更いたし

ました。この変更により、従来の方法によった場合と比較して、「日本」の営業利益が85,670千円減少して

おります。 

４．追加情報 

返品調整引当金 

 季節性のある取扱商品が多様化したことに対応して採算管理を強化しており、得意先における保管在庫の

管理徹底を進めてきたことを背景として、季節に対応した返品率を根拠とした従来の見積方法から、より実

態に即した算定方法として、年間の平均返品率を使用した見積方法により返品見積額を算定する方法に見直

しを行っております。この結果、従来の方法と比較して、「日本」の営業利益が420,097千円減少しており

ます。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

 売上高 
日本 

（千円） 
アジア
（千円） 

中米
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

外部顧客に対する売上高  8,747,680  686,578  27,732 9,461,991 －  9,461,991

セグメント間の内部売上高 

又は振替高  
161,352 189,568 － 350,920 △350,920 － 

    計  8,909,032 876,147 27,732 9,812,912 △350,920 9,461,991

営業利益又は営業損失（△） 1,559,945 106,040 △5,679 1,660,306 4,138 1,664,445



[セグメント情報]  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

最高意思決定機関である役員会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものであります。当社グループの事業は、殺虫剤、園芸用品、家庭用品及び防疫用剤の製造・

販売を主な事業内容とする単一事業であり、各グループ会社において包括的な戦略を立案し、事業活動を展開

しております。 

 したがって、当社は、製造販売体制を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、「日本」、

「インドネシア」、「その他」の３つを報告セグメントとしております。 

  

２.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、メキシコの現地法 

人の事業活動を含んでいます。 

  

３.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な 

   内訳（差異調整に関する事項）  

  

４.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係わる重要な減損損失） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、メキシコの現地法 

人の事業活動を含んでいます。 

  

（のれんの金額の重要な変動）  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、メキシコの現地法 

人の事業活動を含んでいます。  

  

報告セグメント  
その他（注） 

（千円）  

合計 

（千円） 日本 

（千円） 

インドネシア

（千円） 

計 

（千円） 

 売上高            

外部顧客に対する売上高  7,724,748 993,790 8,718,539  77,206 8,795,745

セグメント間の内部売上高又

は振替高  
158,114 172,404 330,518  － 330,518

計  7,882,863 1,166,195 9,049,058  77,206 9,126,264

 セグメント利益又は損失（△） 642,453 193,212 835,666  △13,033 822,632

項 目  
金 額 

（千円）  

 報告セグメント計 835,666

 「その他」の区分の損失 △13,033

 セグメント間取引消去 47,811

 その他の調整額 △538

 四半期連結損益計算書の営業利益 869,906

  
日本 

（千円）  

インドネシア 

（千円）  

その他（注） 

（千円）  

合計 

（千円）  

 減損損失  －  －  15,787 15,787

  
日本 

（千円）  

インドネシア 

（千円）  

その他（注） 

（千円）  

合計 

（千円）  

 のれん  －  －  10,225 10,225



  

（重要な負ののれん発生益）  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インド、メキシコの現地法 

人の事業活動を含んでいます。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 当社は、平成22年６月４日付で、エステー株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

１四半期連結会計期間において資本金が809,080千円、資本準備金が805,500千円増加し、当第１四半期連結会計期

間末において資本金が3,698,680千円、資本準備金が2,105,589千円となっております。 

  

  
日本 

（千円）  

インドネシア 

（千円）  

その他（注） 

（千円）  

合計 

（千円）  

 負ののれん  10,270  －  － 10,270

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

（１）販売実績                                           （千円）

 （注） 金額は純売上高（消費税等抜き）によっております。 

４．補足情報

事業区分 

前第１四半期連結会計期間 
自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日 

金額
  

構成比 
％ 

殺虫剤  7,131,290 75.4 

家庭用品  570,436 6.0 

園芸用品  1,055,408 11.1 

防疫剤  374,529 4.0 

その他  330,326 3.5 

合計  9,461,991 100.0 

事業区分 

当第１四半期連結会計期間 
自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日 

金額
  

構成比 
％ 

殺虫剤  7,263,805 82.5  

家庭用品  △63,727 △0.7  

園芸用品  823,359 9.4  

防疫剤  419,847 4.8  

その他   352,460 4.0  

合計  8,795,745 100.0 

事業区分 

前連結会計年度
自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日 

金額
  

構成比 
％ 

殺虫剤    14,752,107 62.0 

家庭用品    3,934,300  16.5 

園芸用品   2,238,004 9.4 

防疫剤    1,406,129  5.9 

その他    1,461,848  6.2 

合計    23,792,390 100.0  



（２）海外売上高 

  前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア     ：マレーシア、インドネシア、インド 

(2）その他の地域  ：メキシコ、イタリア 

３．海外売上高は、親会社及び本国に所在する連結子会社の輸出高並びに、本国以外の国に所在する連結子会社

の売上高の合計額（ただし、連結会社間の内部売上高を除く）であります。 

  

  当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア     ：マレーシア、インドネシア、インド 

(2）その他の地域  ：メキシコ、イタリア 

３．海外売上高は、親会社及び本国に所在する連結子会社の輸出高並びに、本国以外の国に所在する連結子会社

の売上高の合計額（ただし、連結会社間の内部売上高を除く）であります。 

  アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 759,488 249,125 1,008,613 

Ⅱ 連結売上高（千円） － － 9,461,991 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
8.0 2.6 10.6 

  アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円） 1,106,891 350,909 1,457,800 

Ⅱ 連結売上高（千円） － － 8,795,745 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
12.6 4.0 16.6 
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